
■継続と辞めること■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 314 号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mail と Facebook で松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 

・・・・・・・・・・・・・・・ 
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1. トピックス：5/2 コミュニティつくりの学校 vol2（リモート） 

 

３月の末に、第一回のコミュニティつくりの学校を開校しました。 

想像以上の大反響で、今回第二回の学校開催が決まりました。 

前回は、 

□第一章 コミュニティとは何か 

□第二章 コミュニティは何のため 

□第三章 コミュニティの作り方 

という三章構成でした。 

 

今回は続編ということで 

■第四章 コミュニティを作る人 

■第五章 コミュニティを作る場所 

■第六章 コミュニティを作るとき 

「人間・空間・時間」という３つの観点から、より具体的なコミュニティつくりについての話を進めていきます。 

 

講師は前回に引き続き、松村拓也 

 

【詳細】 

日時：2021 年 5 月 2 日(日) 20〜22 時 

人数：30 名 

参加費：一般：4,000 円（税込） 

    リピーター：3,000 円（税込） 

    動画視聴(後日)：3,000 円（税込） 



    IMAGINER：2,000 円 （税込） 

参加方法：zoom 

 

【申込方法など】 

詳細はこちらをご覧ください 

https://www.facebook.com/events/485295482882933 

 

それでは当日、お目にかかりましょう！ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログより：継続と辞めること 

 

執筆再開した地主の学校が、今佳境を迎えている。 

一昨年 8 月に一旦は書き終えたものの、読み直してみると陳腐で面白くない。 

その中身を披露すると、誰もが「面白いから出版すれば」とおっしゃって下さるが、当の本人がつまらないと思

うものを出版などするわけにはいかない。 

この「他人には面白いが自分にはつまらない」というジレンマを乗り越えない限り、僕はこのストレスから抜け

出せない。 

振り返ると、僕は苦しみ、のたうち回っていたのかもしれない。 

だが、それを突破させてくれたのは、僕の嫌いな読書だった。 

・ 

ある時期から僕は読書が嫌いになり、新聞すら一切読まなくなった。 

そして、情報の収集はもっぱら web 検索に依存して、特にWikipedia が大好きだ。 

その理由は、権威も確証もない信頼できない情報だから。 

なぜかというと、僕はその情報を疑うことが大好きだ。 

そして、僕が疑うのは、その情報の真偽でなく、それを分かった気になる自分自身だ。 

知ったかぶりする自分に対し、「それホントに知ってるのか？」と自問しながら、言葉の一つ一つを疑い始める。 

そんな中、「はとがの違い」とか、「起業と創業」、「会社と社会」、「承継と継承」など、誰もが何となく使い分け

ている言葉の違いを、ずばり説明して理解すること。 

これが僕の生きがいになりつつある。 

・ 

話を本題に戻すと、最近僕は、読書嫌いなど吹っ飛ばすすごい本に続けて出会った。 

きっかけは、GOTOキャンペーンで冷やかしに泊まった宿にあった「動的平衡（福岡伸一）」。 

この本は、人間は機械じゃない、食物は燃料じゃない、生命は変化し続ける平衡状態だと見事に論じている。 

久しぶりに読書に興味を持った僕は、すぐさま世田谷区と横浜市の図書館に利用登録をし、館内を探索した。 

そもそも図書館にはどんな本があるのか、ジャンルを問わず全部眺めるのは初めての体験で、不思議なタイトル

を見つけては、手に取って目次を斜め読み。 

そんなことをしているうちに出会った本が「サピエンス全史（ユヴァル・ノア・ハラリ）」。 

世界的なベストセラーとして知られ、漫画版まであるこの本は「社会人ならば全員必読の書」とまで言われるだ

けあって、僕の頭もひっくり返るほど面白かった。 

・ 



この本の面白さについて論じ始めたら、一冊本が書けてしまいそうに思えるほど面白い。 

何しろホモサピエンス＝人類の誕生から現代そして未来を、神をも超える壮大なスケールで論じている。 

だが、それ以上に驚いたのは、この本が僕の本よりずっと難しい内容なのに、面白いだけでなくベストセラーに

なっていること。 

2016 年の刊行以来、すでに日本で 100 万部を超え、世界で 1,600 万部を超えているという。 

もちろん、読んだすべての人が内容を理解できたかどうかは分からないが、これほどの評価と人気が継続するの

は、間違いなく多くの人を感動させているからだ。 

・ 

そこで僕は気が付いた。 

僕の書く本が、なぜつまらないのか。 

それは僕が、読んでくれる人に判ってもらおうとするためだ。 

僕の本は、僕自身の体験から学んだことを書きたいので、僕の成功や失敗に対する気づきとその検証･･･となり

がちだ。 

おかげで僕は、勢いをつけて一気に書き下ろすことができる反面、読み返すたびにがっかりする。 

これ程のことを、8 年でやり遂げたと自負する一方で、こんなことに 8年もかかってしまったのかという落胆が

交錯する。 

そして、こんな過去を振り返るより、これから挑む新たなテーマを書きたくなる。 

・ 

だが、今回出会った本たちは、そんなせこい自分など、みじんも感じさせない。 

福岡伸一は、自分の境遇にも触れながらそれを打破するプロセスも書いているが、サピエンス全史は筆者の感傷

など吹っ飛ばし、神も宇宙もすべてを網羅して、合理的に語る痛快さを読む僕にまで与えてくれる。 

だから僕は気が付いた。 

ちっぽけな感傷や説明は「辞めて」、もっと言いたいことを語ろうと。 

地主の学校のテーマは、成功ばかり目指さずに、もう片方の手で、継続を目指したいという話だ。 

そのためには、何を「すべきか」を論じようと思ったが、今僕は「辞めるべきか」に切り替えた。 

いくらやっても終わりがあるかもしれないが、辞めてしまえばその状態は永続する。 

どうだ、今日は自分でも判ったような判らないような、難しい話になったぞ。 

 

http://nanoni.co.jp/20210423/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い＋今後の予定 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 



・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）04/27 ■〇◎いづみ作業日 09-17 時 

09-10 時 〇いづみMTG（反町） 

10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

（水）04/28 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（木）04/29 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（金）04/30 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

（土）05/01 ■〇◎笑恵館作業日 09-17 時 

09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 5 月例会（リモート） 

（日）05/02 ■〇◎休業日 

 20-22 時 ★コミュニティつくりの学校②（リモート） 

（月）05/03 ■〇◎なのに作業日 09-21 時 

 

■その後の予定 

05/06-9 ▲旅行（対馬、壱岐） 

05/10 09-12 時 ●面談：HGさん（福岡） 

05/10 14-22 時 ●訪問：CCJ（新山口） 

05/11 10-13 時 ●訪問：笑恵館・堺別館（堺） 

05/11 14-15 時 ●訪問：仁徳天皇陵（堺） 

05/12 10-17 時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

05/13 14-16 時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

05/13 16-17 時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

05/13 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

05/14 20-21 時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

05/15 09-17 時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

05/19 10-11 時 ★山川山荘訪問（八ヶ岳） 

05/19 13-16 時 △理知の杜評議員会（松本） 

05/20 13-17 時 ★なるほどデイ（笑恵館） 

05/20 18-20 時 ★笑恵館完全持ち寄り食事会（笑恵館） 

05/27 17-19 時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

06/01 20-22 時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 6 月例会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 



自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


